
1998 年東大文□4  

(1) 

△ ABCの重心 1G の座標は













0,

3

3
,0 であり、D の座標は )0(,

3

3
,0 














dd とおける。 

 222 2
3

1
1  dAD  

3

82 d  
3

62
d  















3

62
,

3

3
,0D より、△ ABDの重心 2G の座標は















9

62
,

9

3
,0  

求める点 E は、 2G に関してC と対称である。 
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直線 EDの傾きは 
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直線 EDの式は 
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直線 EDと xz平面との交点 F は
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△ ABFの面積は 
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求める体積は、四面体 ABFEの体積に等しいから 
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